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1 はじめに

近年、テレビやビデオ、WWWなどを通して発信さ
れる膨大なマルチメディアデータを収集・整理し、効率
の良い利用法を模索する研究が盛んに進められている
[1]。我々はメディアの中でも比較的意味情報を抽出しや
すいテキストに着目し、テキスト教材の存在する教養番
組での映像とテキスト教材の対応づけを目指している。
本稿は、このようなシステムにおけるテキスト教材の

解析のために、扱う対象の特徴を利用した文脈理解手法
を提案する。具体的には、物の作成などを解説する手順
説明文書を対象にして、データフローグラフの作成を通
じて手順の流れの構造を明らかにする。我々の目的は複
数メディアからの情報統合であるが、本稿で提案する手
法は、対応する映像の存在しないテキストにも適用可能
である。これらの説明書は、テキスト教材やCD-ROM、
WWWなど様々なメディアから大量に入手可能である
が、互いに独立に存在している。本手法では、従来は難
しかったこれら膨大な情報の系統的な活用を目指す。な
お、ここでは、教養番組の中でも一般的で、最も応用範
囲が広いと考えられる料理番組を対象とする。

2 手順の構造解析

図 1に示すように、料理のテキスト教材は「材料」と
「手順」からなり、「材料」部分は「手順」部分の解析に
利用することができる。本稿では実際に調理手順を説明
する「手順」部分の構造解析を目指す。その結果得られ
る手順のデータフローグラフの例を図 2に示す。

2.1 料理用語の分類

本手法では、データフローグラフの作成にあたり、名
詞と動詞のみをキーワードとして利用する。名詞と動詞
は、それぞれ表 1,2 に示す属性に従って分類した。
表 1に示す通り、名詞は素材（ [素]）、調味料（ [調]）、

容器、及び道具に分類するが、今回の解析には素材及
び調味料のみを利用する。また表 2に示す通り、動詞は
「調理」、「混合」、「分離」、「設置」に分類し、それぞ
れをさらに [単]と [混]の二つの大分類に分類した。[単]
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図 1: 料理番組におけるテキスト教材の例
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図 2: 手順より抽出されるデータフローグラフの例

とは一つの材料に対して調理を行なう動作であり、[混]

は二種類以上の材料を混合する動作である。容器に二種
類以上の材料を設置する動作は混合と同じ効果が得られ
るため、「設置」は [混]に分類した。また「分離」はも
ともとは同一の素材を二つ以上に分離したことを示すた
め、これも [混]に分類した。

2.2 構造解析手法とその予備実験

予備実験における構造解析手順を次に示す。また全手
順の流れを図 3に示す。

1. テキスト中から辞書中に含まれる動詞・名詞を抽出
文書中から、辞書に含まれる動詞・名詞のみを抽出
し、辞書中の分類番号と置き換える。動詞は最も近
い名詞に係り、非交差条件1[2]を満たすような<名
詞-動詞>の組を作る。

2. 動詞に注目した中間生成物の決定
[混]動詞を含む<名詞-動詞>の組を直前の組と接続
し、中間生成物とする。それぞれの中間生成物に新
しい番号をふる。

3. 名詞に注目した中間生成物の接続
ある中間生成物 Aに [手順番号 B]が含まれていた
場合、手順 Bに含まれるすべての中間生成物は中
間生成物 Aに接続する。次に、残った中間生成物

1係り受けは交差しないという条件。



表 1: 名詞の分類
名詞 素材 調味料 容器 道具
記号 [素] [調] (現在は不使用)

例 にんじん 塩 グラタン皿 オーブン
鶏肉 こしょう 包丁

表 2: 動詞の分類
動詞 調理 混合 分離 設置
記号 [単] [混]

例 焼く; 加える; 分ける; 置く;
切る 混ぜる はずす 入れる

は、同じ素材（ [素]）を含む最も近い中間生成物に
接続する。さらに残った中間生成物は、同じ調味料
（ [調]）を含む最も近い中間生成物に接続する。

以上の手順に従って、図 4に示すように、短い文書に
対する構造解析の予備実験を行ない、正しく料理手順の
構造を表すグラフを抽出できた。なおこの実験に用いた
辞書は人手で作成した。

3 まとめと今後の方針
我々は、作成手順の説明書に対する構造解析およびそ

のデータフローグラフの自動作成手法を提案し、予備実
験を通してその有効性を示した。
今後はさらに大量の文章に対して本手法を適用し、手

法の改善、評価実験などを行なう予定である。本稿で
は理想的な辞書の存在を仮定して実験を行なったが、対
象ごとに辞書を手動で作成するのは大変な手間である。
我々は、手順説明文書は語彙が限定されるため、必要と
なるキーワードは特殊なものが多いことに着目し、TF-
IDF(Term Frequency Inverse Document Frequency)な
ど統計的な手法を利用した単語抽出による辞書の自動生
成を検討中である。
さらにデータフローグラフからは、文書の再構築、デー

タベース作成、手順の最適化など、様々な応用が考えら
れる。
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図 3: 料理のテキスト教材における手順の構造解析
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図 4: 料理テキストの文章とその構造解析結果の例


